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 大学に入ると、多くの新しい知識や考え方に出会

う機会があります。その機会の場として図書館があ

ります。静かな空間なので、集中して本に向き合う

ことができ、調べ作業等が捗ります。ただ、私の場

合、その静けさにより、呼吸音を立てることを遠慮

してしまい、少し緊張して体が硬くなってしまうこ

ともあります。 

 さて、大学では、レポート課題や卒業研究等のた

めに、様々な情報を扱うことになります。インター

ネットを使うと、キーワードを入力すれば、関連す

る資料が瞬時に手に入ります。非常に効率的なので

すが、インターネット上の情報は真偽の確認が必要

なものもあり、何より検索したワードの範囲内の情

報に留まってしまうかもしれません。 

一方で、図書館には分野ごとに書籍が並ぶ棚がた

くさんあります。そこで、タイトルとにらめっこを

して、気になる本を自分の手で取り、ページをめく

りながら、欲しい情報を探します。知識を見つけ出

していきます。その過程で、当初は無関係だと思っ

ていた一冊が、大切な気づきや知識を与えてくれる

ことがあります。この偶然の出会いから新しい発想

が生まれることもあり、そこに図書館で過ごす醍醐

味があります。 

特にヒューマンケアの分野を志す皆さんにとっ

て、図書館には実践へのヒントが詰まった本が数多

くあります。支援現場での失敗や葛藤、そこから専

門性を高めていく専門職の実践が書かれた本から

は、知識や技術だけでなく「人と関わること」の本

質を学ぶことができます。そのため、私はよく学生

に図書館を利用することを勧めています。また、古

い書籍の中には、現在に通じる専門職としての理念

や価値が眠っています。それらを知ることは、将来

の自分を支える大切な礎になるはずです。 
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